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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，データ工学の手法による聴覚障害者のための情報獲得支援技術の確
立を目指した．具体的には，クラウドソーシングに基づく聴覚障害者による文字情報保障システムの仕組みの検
討，実用的なレベルを確保するために必要な条件の判明，および，システムプロトタイプの開発を行った．ま
た，聴覚障害者に特化した情報推薦技術の開発のためにWeb広告推薦手法を検討した．研究成果として，雑誌論
文3件，学会発表17件，図書1件を達成した．

研究成果の概要（英文）：This project aimed at the establishment of information acquisition assistive
 technology for the hearing impaired based on the methods of data engineering. Specifically, a 
crowdsourcing-based system for captioning of sign language by the hearing impaired was developed, 
including the discussion on the system structure, the analysis on the necessary setting for 
achieving a practical level of captioning, and the construction of a prototype. Moreover, a Web 
advertising method was discussed for developing the information recommendation technology for the 
hearing impaired. The work led to 3 journal papers, 17 conference papers and 1 book chapter paper.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
聴覚障害者は，音声によって提供される情
報を理解できないため，日常的に情報から疎
外されている場合が多い．このため，聴覚に
よる情報獲得に支障がある人々に対して，視
覚による代替手段（手話や文字など）を用い
て情報を提供するという情報保障に関する
研究が進められてきた．しかし，これまでの
研究には 3つの問題点がある．第 1に，文字
情報保障によく利用される音声をテキスト
に変換する音声認識技術は，まだ充分な認識
率を達成できていない点である．音声情報の
キーワードに対する誤認識や誤変換があれ
ば，聴覚障害者が内容を十分に理解できない．
第 2に，情報保障の技術は学習支援などの教
育環境において研究開発されているものが
多く，聴覚障害者の生活支援への応用が不十
分である点である．第 3に，情報保障の技術
開発は，教育工学や特別支援教育の分野に限
られてきた点である．他の研究分野の手法を
取り入れることによって，情報保障の範囲の
拡大や効果の向上が期待できる． 
 一方で近年，データベースやウェブなど大
規模データの管理や活用などに注目するデ
ータ工学分野の研究が盛んに行われてきた．
データ工学分野のトピックについては，デー
タベース技術から，データマイニング，Web
情報システム，情報検索・推薦・統合，コン
テンツ管理などまで幅広い．データ工学技術
の応用は工業，商業，教育，医療，サービス
業など様々な領域に広がっている． 
 情報保障の分野にデータ工学の手法がほ
とんど使われていないことから，本研究課題
では，データ工学の手法のうち，特にクラウ
ドソーシングと情報推薦の手法を採用し，高
品質な情報保障を達成することを目指した． 
  
２．研究の目的 
 
本研究課題では，データ工学の手法による
聴覚障害者のための情報獲得支援技術の確
立を目的とする．具体的には，以下のような
内容について研究を行った． 
 
(1) クラウドソーシングに基づく聴覚障害者
による文字情報保障システムの仕組みの
検討 
(2) 実用的なレベルを確保するために必要な
条件の判明 
(3) システムプロトタイプの開発 
(4) 聴覚障害者に特化した情報推薦技術の開
発のために Web 広告推薦手法の検討 
 
３．研究の方法 
 
(1) 情報保障の事例を取り上げ，クラウドソ
ーシングに基づく聴覚障害者による文字
情報保障システムの仕組みを検討した．
具体的には，聴覚障害者が手話で情報を

発信し，聞き手に手話がわかる聴覚障害
者，手話がわからない聴覚障害者，手話
がわからない健聴者が混在する場合に着
目し，複数の聴覚障害者によって手話を
文字に変換する文字通訳の実現において，
ワーカーの役割分担法，タスクの分割法，
タスクの割当法を検討した． 
 
(2) 実用的なレベルの通訳の条件を判明する
ため，日本語対応手話，中間手話と日本
手話といった 3 種類の手話に対して，複
数の聴覚障害者によって手話通訳実験を
行い，1区切りの手話の長さ，1区切りの
通訳にかかった時間，その通訳の質を定
量的に評価することによって，タスク分
割に適切な分割法，必要なグループ数，
および，1 グループ当たりのワーカー人
数を分析した． 
 
(3) システムプロトタイプの開発に関しては，
公共と学術のために利用される，非営利
のマイクロボランティア・クラウドソー
シングプラットフォームである Crowd4U
を用いて実現した．通訳者は，Crowd4U
にログイン，手話通訳タスクへの参加登
録，通訳担当箇所の割当，通訳文の入力
という流れで，システム利用して手話の
通訳に貢献できる．実証実験を通してシ
ステムの改善を行い，多人数のワーカー
と長時間の講演にも耐えるように実用化
を進めた． 
 
(4) Web 広告推薦手法の検討に関しては，あ
る特定サイトに訪問したユーザの閲覧履
歴を分析することで，この特定サイトに
対して潜在的興味を持つユーザモデルを
学習した．この学習結果に基づき，単な
るキーワードマッチングによらない Web 
広告推薦方式について検討すると共に，
ユーザモデルを学習する際に分析対象と
する閲覧履歴の取得期間が予測性能に及
ぼす影響について議論した． 
 
４．研究成果 
 
(1) ワーカーの役割として，タスク分割係，
通訳係，評価係が存在するような設計を
検討した．手話を読み取って文の区切り
を決めるタスク分割係を配置することが
有効と確認した．通訳係は，配分された
1 区切りの手話を読み取って，文字を入
力する作業を行う．評価係は，通訳係の
通訳ミスを修正したり，入力漏れを補填
したり，通訳結果の品質を維持する役割
を担当する．また，高品質な情報保障を
提供するには，同じタスクを複数の通訳
係に同時割り振って，得られた複数の結
果を評価係が評価する仕組みが有効と確
認した．タスクの分割法として，文の句
読点による分割と文の意味の区切りによ



る分割を提案した．タスクの割当法とし
て，ワーカーを複数のグループに分け，
各グループにタスクを順に割り当てる，
グループローテーションと呼ばれる方式
を提案した．提案したシステムの仕組み
を図 1に示す． 

 
図１：提案システムの仕組み 

 
(2) タスク分割に適切な分割法に関しては，
通訳者の負担や通訳結果の提示速度を考
慮し，「意味の切れ目で，できるだけ短
く区切る」方針が最適であるという結果
が得られた．日本語対応手話と中間手話
の最小必要グループ数は 4，日本手話の
最小必要グループ数は 5 と推定された．
日本語対応手話と中間手話の各グループ
内必要ワーカー数は 3，日本手話のグル
ープ内必要ワーカー数は 4 と推定された． 
 
(3) 手話ビデオを通訳する実験，筑波技術大
学特別研究の手話発表でシステムの運用
試験，および第 89 回福祉情報工学研究会
の聴覚障害者の手話発表に対して，Web
で通訳結果の配信実験を通して，システ
ムの実利用の可能性を示せた．開発した
システムプロトタイプのスナップショッ
トを図 2に示す． 

図２：システムプロトタイプ 
 
(4) ユーザモデル構築用学習データの
POS/NEG 比率に関して，3サイトと 3パタ
ーンの閲覧履歴取得期間で分析した結果，
学習データの POS/NEG 比率は 1:1 で問題
ないということがいえた．ユーザモデル
構築用学習データの閲覧履歴取得期間が
予測機能に及ぼす影響を分析した結果，
閲覧履歴の取得時間が単に長ければ長い
方が性能が高いユーザモデルを構築でき
るとは限らないということが分かった． 
 

 研究成果として，雑誌論文 3件，学会発表
17 件，図書 1件を達成した． 
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